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7倉吉市の人口（基本台帳）
7外国人登録者数
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世帯（
世帯（

18,888
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＋
＋

5
6

26
5
）
）（H16．9．30現在）

＋
＋

9月18日（土）に開催された第6回前田寛治大賞の表彰式の後、受賞者

による『自作を語る』というテーマでミュージアムトークをおこないまし

た。受賞作品の制作に関わるきっかけや裏話など、ふだんは聞けない内容

の話をうかがいました。

ものを作る人は、作品に表現して語らせるのが仕事で、みずからが語る

のはにがてです。受賞者にとっては大変な役割でしたが、参加された市民

の方には貴重なひと時となりました。大賞の芳川
よしかわ

誠
まこと

さんは「自分の視点を

忠実に表現したのが独自性につながった」と、準大賞の小尾
お び

修
おさむ

さんは「感

動したイメージを大切にして古典技法でオーソドックスに表現した」とそ

れぞれ語っています。佳作賞の井上よう子さん、勝見
かつみ

由香
ゆ か

さんは自分の体

験が作品に表現でき、それが評価されたと喜びを話されました。
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【
百
三
歳
】

福
田
き
よ
の
さ
ん
（
横
田
）
齋
尾

ち
よ
の
さ
ん
（
福
守
町
）

【
百
二
歳
】

荒
金
時
子
さ
ん
（
鴨
河
内
）
杉
本

暉
子
さ
ん
（
上
福
田
）
米
田
ま
さ

こ
さ
ん
（
魚
町
）

【
百
一
歳
】

岸
本
茂
子
さ
ん
（
福
守
町
）
東
か

う
さ
ん
（
中
江
）

【
百
歳
】

中
江
そ
の
さ
ん
（
上
米
積
）
岡
本

す
ゑ
さ
ん
（
巌
城
）
矢
田
久
野
さ

ん
（
黒
見
）

【
九
十
九
歳
】

山
本
種
代
さ
ん
（
三
江
）
田
中
肅

子
さ
ん
（
北
面
）
藤
田
き
く
よ
さ

ん
（
巌
城
）
牧
野
輝
さ
ん
（
福
庭
）

藤
田
か
つ
子
さ
ん
（
東
町
）

永

し
げ
の
さ
ん
（
岩
倉
）

【
九
十
八
歳
】

藤
本
繁
子
さ
ん
（
上
福
田
）
矢
木

き
よ
の
さ
ん
（
八
屋
）
藤
本
志
も

さ
ん
（
福
庭
町
２
丁
目
）
磯
江
松

枝
さ
ん
（
巌
城
）
内
藤
冨
子
さ
ん

（
山
根
）
大
田
静
野
さ
ん
（
大
立
）

岩
本
ふ
じ
さ
ん
（
上
米
積
）
東
次

野
さ
ん
（
堺
町
３
丁
目
）
吉
村
美

代
野
さ
ん
（
長
坂
町
）

【
九
十
七
歳
】

生
田
増
惠
さ
ん
（
大
塚
）
道
上
節

子
さ
ん
（
上
井
）
足
羽
敦
子
さ
ん

（
新
田
）
涌
嶋
さ
く
さ
ん
（
栗
尾
）

中
井
松
野
さ
ん
（
中
江
）
田
中
幸

江
さ
ん
（
国
府
）
垣
内

野
さ
ん

（
山
根
）
岡

文
枝
さ
ん
（
清
谷
）

石
羽
妙
子
さ
ん
（
余
戸
谷
町
）
田

中
菊
江
さ
ん
（
国
府
）
杉
本
は

子
さ
ん
（
河
来
見
）
水
上
よ
し
子

さ
ん
（
山
根
）
賀
川
と
く
さ
ん

（
西
福
守
町
）
宮
本
廣
吉
さ
ん

（
福
山
）
山
口
清
さ
ん
（
上
井
）

浅
田
好
照
さ
ん
（
南
昭
和
町
）

【
九
十
六
歳
】

藤
本

枝
さ
ん
（
上
井
町
一
丁
目
）

中
西
貞
子
さ
ん
（
山
根
）
西
谷
は

つ
こ
さ
ん
（
駄
経
寺
町
二
丁
目
）

岩
谷
幸
子
さ
ん
（
北
野
）
田
村
ち

ゑ
こ
さ
ん
（
服
部
）
池
谷
豊

さ

ん
（
西
仲
町
）
倉
光
よ
し
野
さ
ん

（
鍛
冶
町
一
丁
目
）
田
中
虎
野
さ

ん
（
巌
城
）
萬
場
す
な
こ
さ
ん

（
福
光
）
村
上
き
く
の
さ
ん
（
伊

木
）
田
栗
み
よ
の
さ
ん
（
巌
城
）

谷
澤
節
子
さ
ん
（
み
ど
り
町
）
永

江
季
子
さ
ん
（
巌
城
）
森
田
政
子

さ
ん
（
上
神
）
村
上
由
野
さ
ん

（
福
守
町
）
米

芳
子
さ
ん
（
鴨

河
内
）
江
原
知
惠
さ
ん
（
魚
町
）

山
根
亮
さ
ん
（
秋
喜
）
桑
野
光
子

さ
ん
（
秋
喜
）
深
田
幸
太
郎
さ
ん

（
八
屋
）
河
田
つ
ね
さ
ん
（
尾
田
）

宍
戸
の
ぶ
ゑ
さ
ん
（
上
古
川
）
岩

本
武
夫
さ
ん
（
上
井
）
三
井
タ
カ

ヲ
さ
ん
（
北
面
）

【
九
十
五
歳
】

尾

し
げ
よ
さ
ん
（
尾
田
）
宮
近

豊
子
さ
ん
（
下
福
田
）
牧
田

子

さ
ん(

下
大
江)

山
田
利
男
さ
ん

（
駄
経
寺
町
）

嶋
菊
枝
さ
ん

（
巌
城
）
牧
な
か
の
さ
ん
（
山
根
）

山
本
千
代
子
さ
ん
（
下
田
中
町
）

山
根
を
い
き
さ
ん
（
上
井
）
半
田

忠
弘
さ
ん
（
上
余
戸
）
佐
々
木
政

子
さ
ん
（
大
河
内
）
稲
垣
主
税
さ

ん
（
堺
町
一
丁
目
）
佐
伯
て
る
の

さ
ん
（
巌
城
）
菱
井
松
代
さ
ん

（
越
中
町
）
草
谷
ミ
ツ
エ
さ
ん

（
上
灘
町
）
駒
井
信
義
さ
ん
（
巌

城
）
植
田

治
さ
ん
（
住
吉
町
）

本
多
豊
子
さ
ん
（
上
井
）
音
田
喜

枝
さ
ん
（
清
谷
）
石
田
益
枝
さ
ん

（
別
所
）
生
田
傳
蔵
さ
ん
（
大
塚
）

芦
田
竹
男
さ
ん
（
巌
城
）
山
根
絹

子
さ
ん
（
越
殿
町
）
宮
坂
房
野
さ

ん
（
服
部
）
濱
田
三
津
子
さ
ん

（
上
井
）
横
山
て
る
こ
さ
ん
（
福

守
町
）
山
名
松
恵
さ
ん
（
昭
和
町
）

西
尾
建
夫
さ
ん
（
大
正
町
）
宮
川

那
美
子
さ
ん
（
福
守
町
）
河
嶋
あ

い
さ
ん
（
伊
木
）
稲
並
芳
子
さ
ん

（
下
古
川
）
本
田
は
る
の
さ
ん

（
研
屋
町
）
細
川
あ
き
ゑ
さ
ん

（
河
原
町
）
轡
ま
さ
子
さ
ん
（
福

庭
町
）
健
代
義
明
さ
ん
（
大
正
町
）

尾
坂
冨
子
さ
ん
（
上
井
）
岸
田
登

喜
惠
さ
ん
（
谷
）

《
来
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
九

十
五
歳
に
な
る
人
》

【
九
十
四
歳
】

杉
本
い
ち
子
さ
ん
（
上
福
田
）
岩

垣

子
さ
ん
（
山
根
）
山
本
亀
代

さ
ん
（
大
河
内
）
吉
本
福
松
さ
ん

（
海
田
東
）
伊
賀
利
子
さ
ん
（
中

河
原
）
米
田
晴
友
さ
ん
（
鴨
河
内
）

牧
野
次
代
さ
ん
（
福
庭
町
）
伊
藤

竹
野
さ
ん
（
福
庭
町
）
前
田
米
子

さ
ん
（
宮
川
町
）
石
井
重
信
さ
ん

（
広
瀬
）
米
増
保
さ
ん
（
宮
川
町
）

川
西
勝
政
さ
ん
（
西
倉
吉
町
）
高

多
嘉
子
さ
ん
（
余
戸
谷
町
）
中
村

夛
加
子
さ
ん
（
八
幡
町
）
森
田
照

子
さ
ん
（
穴
沢
）
田
中
カ
ズ
さ
ん

（
福
庭
町
）
小
原
智
惠
子
さ
ん

（
中
河
原
）
三
好
米
子
さ
ん
（
幸

町
）
竹
田
利
幸
さ
ん
（
明
治
町
）

西
山
彌
生
（
巌
城
）
三
嶋
ち
く
ゑ

さ
ん
（
巌
城
）
内
川
波
子
さ
ん

（
宮
川
町
）
藤
原
富
子
さ
ん
（
上

灘
町
）
北
窓
つ
ね
子
さ
ん
（
新
田
）

※年齢は九月二十日現

在のものです。了解を

いただいた方のみ、掲

載しております。

い
つ
ま
で
も
元
気
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

く
ら
よ
し
の
ま
ち
の
長
寿
の
み
な
さ
ん

前列左が、102歳の荒金時子さん

写真中央が、102歳の米田まさこさん
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■
報
告
受
理
■

【
報
告
受
理
　
二
件
】

●
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分

に
つ
い
て
（
市
営
住
宅
の
明
渡
し

の
請
求
に
係
る
訴
え
の
提
起
に
つ

い
て
）
●
議
会
の
委
任
に
よ
る
専

決
処
分
に
つ
い
て
（
損
害
賠
償
の

額
の
決
定
に
つ
い
て
）

■
議
　
案
■

【
原
案
可
決
　
十
二
件
】

●
平
成
十
六
年
度
倉
吉
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
●
平
成

十
六
年
度
倉
吉
市
住
宅
資
金
貸
付

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
●
平
成
十
六
年
度
倉
吉
市
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）
●
平
成
十
六
年

度
倉
吉
市
高
城
財
産
区
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）
●
倉
吉
市

公
平
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
　
●
功
労
表
彰
に
つ
い
て

●
市
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

●
市
道
の
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

●
倉
吉
市
及
び
東
伯
郡
関
金
町
の

廃
置
分
合
に
つ
い
て
　
●
倉
吉
市

及
び
東
伯
郡
関
金
町
の
廃
置
分
合

に
伴
う
財
産
処
分
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て
　
●
倉
吉
市
及
び
東
伯

郡
関
金
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
議

会
の
議
員
の
在
任
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て
　
●
倉
吉
市
及
び
東
伯

郡
関
金
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
農

業
委
員
会
の
委
員
の
任
期
等
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て

【
同
意
　
一
件
】

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

■
議
会
発
議
■

【
原
案
可
決
　
四
件
】

●
郵
便
局
の
国
営
公
社
形
態
の
維

持
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い

て
　
●
温
暖
化
対
策
税
創
設
に
関

す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

●
地
方
分
権
推
進
の
た
め
の
「
国

庫
補
助
負
担
金
改
革
案
」
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

●
倉
吉
市
議
会
議
員
の
報
酬
等
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

■
陳
　
情
■

【
採
択

三
件
】

●
郵
便
局
の
国
営
公
社
形
態
の
維

持
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い

て
　
●
森
林
・
林
業
政
策
の
充
実

に
つ
い
て
　
●
温
暖
化
対
策
税
創

設
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い

て【継
続
審
査
　
二
件
】

●
「
国
民
保
護
法
」「
米
軍
行
動

円
滑
化
法
」
な
ど
所
謂
有
事
関
連

七
法
に
関
わ
っ
て
、
自
治
体
の
意

向
尊
重
等
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て
　
●
倉
吉
市
パ
ワ
ー
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い

て※
継
続
審
査
分
（
平
成
十
五
年
）

【
継
続
審
査
　
二
件
】

●
非
核
法
の
制
定
と
非
核
三
原
則

の
法
制
化
に
関
す
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て
　
●
治
安
維
持
法
犠
牲

者
国
家
賠
償
法
（
仮
称
）
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

※
継
続
審
査
分
（
平
成
十
六
年
）

【
継
続
審
査
　
一
件
】

●
倉
吉
市
立
上
灘
保
育
園
の
廃
園

反
対
に
つ
い
て

市 議 会
9月定例会
報 告

平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、

倉
吉
市
議
会
議
員
の
報
酬
等
の

特
例
に
関
す
る
条
例
等
を
議
決

平
成
十
六
年
九
月
第
六
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
九
月
十
日
（
金
）

か
ら
二
十
四
日
（
金
）
ま
で
開
か
れ
、
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
十
七
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
陳
情
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
倉
吉
市
議
会
会
議
録
（
質
問
、
答
弁
な
ど
）
は
、
各
地
区
公
民

館
、
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
同
支
所
、
市
立
図
書
館
、
市
役
所
二
階
市

長
と
市
民
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
、
十
二
月
上
旬
か
ら
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

十
月
一
日
、
倉
吉
博
物
館
で
表
彰
式

本
市
は
昭
和
二
十
八
年
十
月
に
誕
生
し
、
今
年
で
五
十
一
周
年
を
迎
え

た
十
月
一
日
に
、
倉
吉
博
物
館
二
階
展
示
室
四
で
、
市
表
彰
条
例
に
基
づ

き
市
政
の
振
興
、
市
民
福
祉
の
増
進
な
ど
に
貢
献
し
た
人
や
団
体
を
表
彰

し
ま
し
た
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

◆
功
労
表
彰
◆

◎
市
の
産
業
、
文
化
等
に
関
し
、
そ

の
振
興
、
市
民
福
祉
の
増
進
等
の
た

め
、
特
に
功
労
が
顕
著

《
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
》

楠
本
正
壽
（
服
部
）

◎
市
の
公
益
、
市
民
福
祉
の
増
進
等

の
た
め
、
二
百
万
円
（
団
体
の
場
合

は
五
百
万
円
）
以
上
の
金
品
を
寄
付

《
刀
剣
》

荒
尾
宏
志
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

《
白
壁
土
蔵
群
復
興
支
援
基
金
》

倉
吉
市
自
治
公
民
館
連
合
会

◆
善
行
表
彰
◆

◎
市
の
産
業
、
文
化
等
関
し
、
そ
の

振
興
、
市
民
福
祉
の
増
進
の
た
め
、

そ
の
業
績
が
多
大

《
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
》

中
本
　
定
（
上
井
町
二
丁
目
）

平
野
俊
堂
（
巌
城
）

吉
田

元
（
葵
町
）

岸
田
正
昭
（
服
部
）

池
田
純
一
（
福
庭
町
一
丁
目
）

《
社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献
》

舩
越
芳
昭
（
巌
城
）

木
天
美
津
江
（
下
古
川
）

《
児
童
生
徒
の
保
健
衛
生
に
貢
献
》

三
好
秀
樹
（
河
原
町
）

山
中
　
茂
（
東
巌
城
町
）

桑
名
富
雄
（
秋
喜
）

《
産
業
の
振
興
に
貢
献
》

笠
見
　
勉
（
桜
）

◎
市
の
公
益
、
市
民
福
祉
の
増
進
等

の
た
め
、
二
十
万
円
（
団
体
の
場
合

は
五
十
万
円
）
以
上
の
金
品
を
寄
付

【
個
人
】

《
明
倫
小
学
校
備
品
》

向
井
弘
志
（
鴨
河
内
）

《
成
徳
小
学
校
、
東
中
学
校
備
品
》

山
本
波
津
枝
（
湊
町
）

《
市
道
用
地
》

伊
藤
　
功
（
上
井
町
二
丁
目
）

大
田
　
進
（
余
戸
谷
町
）

【
団
体
】

《
打
吹
公
園
備
品
》

オ
ム
ロ
ン
倉
吉
株
式
会
社
（
巌
城
）

《
市
立
図
書
館
、
倉
吉
博
物
館
備
品
》

倉
吉
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
山
根
）

《
市
道
用
地
》

ヒ
シ
ク
ラ
株
式
会
社
（
余
戸
谷
町
）

医
療
法
人
清
和
会
（
上
井
）

《
白
壁
土
蔵
群
復
興
支
援
基
金
》

倉
吉
商
工
会
議
所
青
年
部
（
明
治
町
）

《
倉
吉
市
営
野
球
場
整
備
事
業
費
》

倉
吉
信
用
金
庫
（
昭
和
町
一
丁
目
）

倉
吉
信
用
金
庫

倉
吉
市
営
球
場

整
備
協
力
会
（
昭
和
町
一
丁
目
）




